
旧井上家住宅西洋館
（民芸館敷地内）

勘八水管橋

旧海老名三平宅

かんぱちきょう

スタート

ゴール

10:00～11:00
本多記念民芸の森 ・ 前田公園（前田公園に駐車の場合）

お問い合わせ

電車でお越しの方

自家用車でお越しの方 ・民芸の森駐車場 （約50台）
・前田公園駐車場 （約100 台）
　※前田公園からのスタートも可

名鉄三河線「平戸橋駅」下車→徒歩5分

豊田市本多記念民芸の森

〒470-0331
豊田市平戸橋町石平60-1

TEL

住所
0565-46-0001

ウオーキング2025

全行程

参加者は
当日限定で
ゴールにて
ダムカード進呈

約4km
所要
時間 約1.5時間

穴窯
（民芸館敷地内）

古志戸窯跡
豊田市本多記念

民芸の森

2025

sat.

1129

参加
無料

予約
不要

11:30～13:00

紅葉

平戸橋一区／猿投台中学校（中学生ボランティア、地域学校共働本部）／
中部電力（株）／（一社）ツーリズムとよた

協力

豊田市民芸館／豊田市本多記念民芸の森 （指定管理者㈱技研サービス）主催

※体調不良の方は参加をご遠慮ください。
※天候等により内容が変更になる場合があります。
　変更など生じた場合は、民芸の森ホームページにてご案内いたします。
※参加中のケガや参加者が他に与えた損害等については責任を負いません。
※一部地道・階段・段差が有り、車イス・ベビーカーの使用ができません。
　また、降雨等により足元が悪くなることがあります。
※駐車場の台数には限りがありますので、できるだけ公共交通機関をご利用ください。
※普段は閉鎖されている越戸ダム上で撮影した写真、動画のSNS等への公開はご遠慮ください。

チェックポイン
ト❺

注意事項

小雨決行

チェックポイン
ト❷

年１回の
窯焚き
実施中

絶景

民芸の森・民芸館を含む勘八峡一帯（民芸の渓）の魅力を感じていただけるコースです。

紅葉を楽しみながら、爽やかな秋の一日を過ごしてみませんか？

～秋色の勘八峡を歩いて心と体をリフレッシュしよう～

コース

場所

平戸橋いこいの広場

平戸橋いこいの広場

場所 健康フェア2025開催
内容：無料体験とミニ発表会

健康フェア2025開催
無料体験とミニ発表会
9：30～15：15

受付時間

受付時間

民芸の森 検索

スタート

ゴール

チェックポイン
ト❶

前田公園

越戸ダム

ここからもスタートOK!

絶景

絶景

チェックポイン
ト❸

チェックポイン
ト❹

※前田公園からのスタートは、古志戸窯と旧海老名三平宅のポイントのチェック後にいこいの広場でゴールとする。

時間 9：30～15：15
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かんぱちきょう

前田公園 まえだこうえん

豊田市名誉市民である本多静雄の旧邸で、東北地方
にみられる曲り家に改築した「青隹居（せいすいきょ）」
のほか、陶磁のこま犬などがあります。令和６年４月より
民芸館の「さなげ古窯本多記念館」から資料集約する
とともに、名称変更しました。

明治の実業家である前田栄次郎が私財を投じて建設
した公園。101段の階段下には、全国の観音様の土が
埋められています。上まで登ると日本百観音に詣でたこ
とになるという想いが込められた石段です。

明治時代の洋風建築の様式を残した市内唯一の建造
物。井上家の住居として使用され、1989年(平成元年)
に民芸館敷地内に移築されました。(国登録文化財)

本多記念民芸の森

穴窯  あながま旧井上家住宅西洋館

豊田市高崎町にあった平安時代の古窯・兼近１号窯を、
1980年(昭和55年)に移築復元したものです。民芸館の
穴窯陶芸講座ではこの窯を使用して焼成しています。

1929年(昭和4年)に完成した発電専用のダム。
ここで取水した水は約700メートル下流の越戸発電
所に送られ最大9,200kWの電気を発電しています。

勘八水管橋  かんぱちすいかんきょう 越戸ダム  こしどだむ

長さ140メートル、水面からの高さ40メートルの矢作
川にかかる赤い大きな橋。四季折 自々然の渓谷美、河
岸段丘を眺めながら歩くことができます。

見どころ紹介

スタート

挙母藩・尾張藩校の剣術師範を務めた、4代目海老名
三平(邦飛)が明治の廃藩後に住んだという建物で、
1996年(平成8年)に市内花本町より移築されました。

古志戸窯跡 こしどがまあと

旧海老名三平宅 きゅうえびなさんぺいたく

1943年(昭和18年)から1966年(昭和41年)頃にかけて
加藤唐九郎や岡部嶺男らが作陶活動を行った窯跡です。
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提供：中部電力(株)

(市指定文化財)

ウオーキング2025

紅葉
ほんだきねん
みんげいのもり
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年１回の
窯焚き
実施中


